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は-560C (ガラス転移領域)に急冷後、変形速度今=0.01 s-lで自然長から伸長比入 =γ+1= 3.5 
まで伸長し、ムt=5秒 (x2)、+/一九または-/+九のパルス状変形ム入=九ムt(すp= 0.01 rv 0.1 
s-1)を与え、その後-560C、入relax= 3.5での張力緩和を測定した。また、入=3.5まで室温の
入
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した。
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図 2:Stress relaxation curves 
3.結果 試料の履歴と張力の変化を九=0.03 s-lについて図 1に示す。張力緩和測定開始
時を時間の原点とした。 (a)は伸長、 (b)はパルス、 (c)は緩和過程で、上段は伸長比、下段は張
力の時間変化を示している。図 l(a)に見られるように T= -560C、す=0.01 8-1は粘弾性的変
形と降伏的変形の境界の変形条件である。 (b)、(c)に点線で示した張力はパルスを与えていない
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